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孤高の冒険者、名波先生  
青 柳 悦 子  
先生、長いあいだごくろうさまでした。そして、ありがとうございました。先生  
への思いの一端をここに記させていただくことで、感謝の気持ちをお伝えしたいと  
思います。   
私にとって名波先生のイメージはなによりも「孤高」の人、そして「冒険」を続  
ける方というものです。名妓先生は、筑波大学での在職期間、私が存じ上げている  
限り、「徒党を組む」ということから正反対の生き方をなさってきました。まず驚い  
たのは、権威ある従来の日本文学の領域から、いわば何物ともつかないあやういと  
ころのある「総合文学」領域へとご所属を定められたことです。おそらく先生にと  
っても大きな決断だったのではないでしょうか。平家物語など日本古典の説話文学  
研究者である名波先生にとって、日本古典をめざす大学院生が在籍する見込みの薄  
い総合文学領域で大学院教育を担うという選択はどんなにか勇気のいることであっ  
たろうと、今でも驚きを禁じえないような思いでおります。   
ところが名波先生は、日頃のダンディなお姿そのままに、瓢々と過ごしていらっ  
しやいました。先生は、ある意味ではなすべき仕事がすでにわかっているような状  
態よりは、不安定でも冒険的で、未知の世界を切り拓いていくことのできる状態の  
方を、自然に求められるような気質をお持ちなのだと深く感じました。   
総合文学領域は、名波先生の画期的なご努力により、筑波大学の文系でもめずら  
しく、多くの留学生を積極的に受け入れ、指導法を模索的に構築し、そして何より、  
早くから課程博士号を学生に授与してきました。私は大学院生時代は、筑波大学文  
芸・言語研究科のフランス文学領域に属しており、そこでは、日本国内で博士号を  
取ろうなどとはゆめゆめ考えてはならない、と言い渡されていました。つまり、筑  
波大学では学生には博士号は与えないという空気が厳然として存在していました。  
日本のほとんどの大学が全く同じ空気のなかにあった時代です。そのなかで、学生  
に博士の学位請求論文を書かせ、それを審査し、実際に博士号を授与していくには、  
これもまたどれほどの勇気がいったことでしょう。しかし名波先生は、いつもどお  
りの柔和でダンディな雰囲気のままに、「学生を伸ばすのは当たり前でしょう。とく  
に留学生には学位をとって帰ってもらわなくてはね。」と、「日本の常識」を零すプ  
レッシャーや抵抗などみじんも存在しないかのように、たえずおっしやっていたよ  
うに思います。  
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それと同時に名波先生は、本来自分の専門ではなかった日本近代文学の指導を引  
き受ける教員として、ご自分自身が意欲的に近代小説と接し、次々に問題を見出さ  
れ、新たなヴィジョンを築いてこられました。無論、もともとのご専門である日本  
古典の説話文学研究を続けながらのことです。一方では学類学生の指導などで専門  
研究者としての蓄積を教育にも活かされながら、もう一方では、むしろ楽しげにこ  
れまで手がけてこられなかった作家や作品をもご自分の守備範囲とされてきた柔軟  
性には驚くほかありません。その文学研究のあり方も、テーマ論的研究や、物語論  
的分析、文化論的アプローチなど、時代に応じて変化がありますが、名妓先生はご  
自分でその一つ一つの研究方向の意義や特質を確かめられた上で院生の指導にも取  
り込んでこられたようにお見受けしています。   
私が教員となってから15年ほどになりますが、その間、おそばで拝見する名波先  
生は、こうした冒険をたえず続けてこられました。なお、驚くのは、－ これは名  
波先生を語るときにはどなたも真っ先におっしやることですが一学生指導に対す  
る情熱の激しさです。時間を惜しまず、留学生を中心とする大勢の大学院生たちの  
勉学を厳しく指導し、また温かく支援してこられました。忙しい研究・授業・校務  
の傍ら、どうやってそれほどの個別指導の時間を確保できるのか、どうやってそれ  
ほどの熱意をもって一人ひとりの学生を指導しぬくことができるのか、一教員とし  
てまったく及びもつかないという思いを私はいつも抱いてきました。   
先生にはどこか無邪気なところがおありになって、ストレートに感情や判断を表  
現なさることがしばしばあります。その一つ一つがむろん、先生の強い信念と確固  
たる人間性によって支えられた厳格なものです。しかしながら、そうした先生の直  
線的な厳しさを「無邪気」とも感じられるのは、先生がどんなに厳しく学生の研究  
を叱ったときも、けっしてわだかまりをもたずに学生のよい面が伸びることを心か  
ら喜んでいらっしやるご様子がわかるからであり、また、先生が何事についても、  
裏表や作為なしに、みずからの手の内も明かすような清明さでご自分の主張を述べ  
られるからです。私のような若輩者が、名波先生に親近感を抱かせていただけるの  
も、こうした先生の実直さのおかげと感じてきました。   
私は文学理論方面の研究を専門としていて、もともと哲学や思想と文学研究を結  
びつけるような地点を好む傾向があるのですが、最近びっくりしたのは、名波先生  
が私の一連のデリダ論を、紀要論文として出た段階で、毎号読んでいてくださった  
ことです。読んでいてくださっただけでなく、私自身の研究動機や研究上の「賭け」  
の部分までも的確に分析・察知していただいて、私の研究を応援するお言葉をわざ  
わざ伝えてくださいました。先生の幅の広さ、知的好奇心の高さ、そして何より、  
後進の者を支援しようという愛情に感じ入った次第です。  
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先生が定年をお迎えになる最後の年まで、多くの学生たちをかかえて指導の最前  
線にお立ちになり、またご自分の研究をも推進されてきたことは、あらゆる教員の  
理想として深く敬意を感じております。またご健康で定年を迎えられることも、先  
生の規律ある生活とバランスのとれた精神との賜物とお祝い申し上げております。  
それでも長年のご苦労のため、体調の不安も少しずっ出始めていると聞き及んでい  
ます。総合文学領域のために徹底的にご尽力された先生の意志をこれから教員と学  
生とで受け継いで、先生が築いてくださったものを大切に育てていきたいと念じて  
います。名波先生がなされたのと同じように、私たちもたえず冒険心をもち、未知  
の世界を果敢に切り開く勇気をもちながら進んでいきたいと思います。   
どうか先生、長年のお疲れを癒され、新しい、またこれまでとは違うすばらしい  
日々をお迎えください。私たちは先生への感謝を忘れることはありません。   
ありがとうございました。  
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